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私達が道具を使うのは、もちろん、それによって効率的に目的を達成できるようにである。人間は生身

の肉体だけでは成し遂げることのできない様々なことを、道具を作り、使うことで可能にしてきた。一般

的な技術論では、人間が「主」でテクノロジーが「従」という関係が前提されており、テクノロジーはも

っぱら人間がその意図に従って利用するだけのものとみなされる。 

しかしながら実際のところ人間とテクノロジーの関係はこれほど単純なものではない。私達は時に「テ

クノロジーとの共生」という言葉を使うことがある。このよう言葉は、たいていの場合は比喩的に「テク

ノロジーをうまく使いこなすこと」あるいはそれに類することが意味されている。しかし実のところこ

の語り方には単なる比喩を超えた真実がある。 

「共生」とは一般には異なる生物種が相互に利益を与えあうような関係性、あるいはよりミクロな視点

からは異なる種類の遺伝子がそれぞれの表現型を通じて相互に依存しあう関係性のことである。しかし

人間においては、遺伝子とは別に世代を超えて伝播される文化もまた遺伝子と相互に依存しあう関係を

持ちうる。進化生物学者のリチャード・ドーキンスは、アイディアや表現、行動様式などの文化的産物も

また、遺伝子と類比的な複製と変異と選択のプロセスを経て進化し拡散すると考え、そしてそのように

して伝播される文化的な情報の単位を「ミーム」と呼んだ。テクノロジーの産物もある種のミームであ

る。ミームという観点で考えるならば、人間とテクノロジーの関係は、生物的な遺伝子と人工的なミーム

が、それぞれ自らの拡散の機会を増やすために互いに相手を利用するという共生関係として見ることも

できる。人間はテクノロジーを利用することで自らの生存と繁殖の機会を増大させ、それによって自分

のもつ遺伝子を拡散させる。一方でテクノロジーは人間に使われることでそのミームの反復の可能性を

増大させる。私達が生存と繁殖の機会を増大させるためにテクノロジーを利用するとき、テクノロジー

は私達の生存と繁殖に乗じてそのミームを複製・拡散させているのである。 

一般的には人間があるテクノロジーを有益とみなせば、そのテクノロジーのミームはより広まる傾向

にあり、逆に無益または有害であればそのミームは廃れていく傾向にある。したがって人間とテクノロ

ジーとは、通常は互いに利益を与えあっているとみなすことができる。しかしながら、人間とテクノロジ

ーの関係は常にこのように友好的なもの（相利的なもの）とは限らない。人間にとって最も優先的に追及

されるべき目的は、個人の幸福の増大、そして人類全体の繁栄であろう。ところがテクノロジーの産物の

中には、そういった目的にほとんど資することがなく、それどころかむしろ益よりも害をもたらすほう

が多いにもかかわらず、世界に蔓延しているものがある。典型的には麻薬などがそうだ。そういったテク

ノロジーの産物は、人間の心理や生理の脆弱性、社会システムの脆弱性を利用して、人々がそれを使わず

にはいられないように駆り立てる。このようにしてこれらの産物は人間に「寄生」し、そのことによって

生存と繁殖を続けている。 

本発表では、テクノロジーがいかにして人間や社会の脆弱性を利用して、人間の幸福に資することなく

蔓延しうるかということを、いくつかの具体例を通じて考察する。そして特に、現在発展が著しい情報技

術と、現在の社会経済システムの行方がどのようなものになりうるか、あるいはなるべきかを議論する。 


